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・  書類については、 通し 番号（ 表紙から １ ／○と し 、 以降２ ／○と する通し ページ、  

○には総ページ数を記入） を 中央下に表記し てく ださ い。  

・  記載欄が不足する場合は、 別紙を追加し てく ださ い。  

 

 

 

 



 2 / 98 
 

目    次 

 

団体の概要・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  3 

      

Ⅰ サービスの向上について 

  １  指定管理業務実施に当たっ ての考え方、 運営指針について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  7 

  ２  施設の維持管理について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  15 

  ３  利用促進のための取組、 利用者への対応、 利用料金について 

        ( 1)  サービス向上及び利用促進に向けた取組について   ・ ・ ・ ・ ・ ・  18 

    （ 2）  利用料金制について ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  26 

        ( 3)  提案事業の実施について ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  28 

  ４  事故防止等安全管理について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  75 

  ５  地域と 連携し た魅力ある施設づく り ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  79 

 

Ⅱ 管理経費の節減 

  １  節減努力等について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 別紙 様式 3 

 

Ⅲ 団体の業務遂行能力について 

  １  人的な能力、 執行体制について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  82 

  ２  財政的な能力について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 別紙 

  ３  コ ンプラ イ アンス、 社会貢献について              ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  88 

  ４  事故・ 不祥事への対応、 個人情報保護について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  94／様式 7 

  ５  こ れまでの実績について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  95 

 

添付資料 

 令和３ 年度年間スケジュ ール 

 Ｉ Ｓ Ｏ  ９ ０ ０ １ ： ２ ０ １ ５  認証登録証明書 

Ｉ Ｓ Ｏ /Ｉ Ｅ Ｃ  ２ ７ ０ ０ １ ： ２ ０ １ ３  認証登録証明書 

プラ イ バシーマーク 登録証 

 

 

 

 

 



 3 / 98 
 

団 体 の 概 要 

（ 2019 年 12 月末日現在）  

団 体 名
ふ り が な

 
こ う えき し ゃだんほう じ ん   せいねんかいがいきょ う り ょ く き ょ う かい 

公益社団法人       青年海外協力協会 

所 在 地 
〒399-4112 

長野県駒ヶ 根市中央１ ６ 番７ 号 
電話番号 

0265-98-0102 

代 表 者 代表理事（ 会長） 雄谷良成 F A X 0265-98-0838 

設立年月日 1983（ 昭和 58 年） 年 12 月 27 日 

沿  革 

1983 年（ 昭和 58 年）  社団法人青年海外協力協会と し て外務省の認可を得る 

1984 年（ 昭和 59 年）  第１ 回通常総会開催 東京都目黒区内に事務所設置 

1994 年（ 平成 6 年）   設立 10 周年記念式典開催 

1998 年（ 平成 10 年）   東京都渋谷区の JI CA広尾訓練研修センタ ー内へ移転 

2003 年（ 平成 15 年）   設立 20 周年記念事業開始 

マラ ウイ 農民自立支援プロジェ ク ト 、  

ボラ ンティ ア応募促進事業、 協力隊道場等 

2004 年（ 平成 16 年）   設立 20 周年式典開催 

2006 年（ 平成 18 年）  千葉県浦安市国際センタ ー及び鹿児島県アジア太平洋農村研修 

センタ ーの指定管理業務開始 

2008 年（ 平成 20 年）   設立 25 周年に向けた事業開始 

ボラ ンティ ア応募促進支援事業「 全国キャ ラ バン隊」、  

大学（ 東大・ 阪大） 連携による海外ボラ ンティ アの調査研究 

2009 年（ 平成 21 年）   設立 25 周年記念イ ベント 開催（ 日比谷公会堂）  

2011 年（ 平成 23 年）  東日本大震災発生、 災害救援専門ボラ ンティ アの派遣 

           東北地域への復興支援開始（ 遠野・ 仙台事務所設置）  

           神奈川県立地球市民かながわプラ ザの指定管理業務開始 

2012 年（ 平成 24 年）  公益社団法人に移行（ 2 月）、  

本部事務所を東京都千代田区に移転（ 4 月）  

2013 年（ 平成 25 年）  設立 30 周年式典開催 

2014 年（ 平成 26 年）  第 21 回読売国際協力賞・ 特別賞を 授与さ れる 

2015 年（ 平成 27 年）  青年海外協力隊 50 周年を記念し た一般公開映画「 ク ロスロード 」  

           を 制作。 全国 36 都道府県 56 館で上映。  

2017 年（ 平成 29 年）  平成 29 年度研修員受入事業受託・ 実施 

2018 年（ 平成 30 年）  長野県駒ケ根市へ本部移転( 3 月、 登記簿上は 4 月)  

                     広島県安芸太田町、 鳥取県南部町から 地方再生推進法人に指定 

           ＊地域経済の活性化、 地域における雇用機会の創出など地域の 

活力の再生を 総合的、 効果的に推進するための法律により  

地方再生推進法人を 指定  2005 年( 平成 17 年) に制定 

2019 年（ 令和元年）   県民と の協働による森林づく り 実行委員会から 感謝状授与 

           長野県駒ケ根市から 地方再生推進法人に指定 
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業務内容 

定款上の業務内容は以下の 6 点です。  

1.  開発途上国における国際協力事業並びに国際交流・ 国際理解の促進及び普及・

啓発に関する事業 

2.  災害復興支援及び、 平和構築に関する事業 

3.  国内外の援助機関・ 国際協力団体等と の協力及び連携に関する事業 

4.  多文化共生社会造り 支援及び、 国際化を含む地域の活性化に関する事業 

5.  地方公共団体等と 協働し 、 地方創生を目的と する様々な分野を巻き 込む総合的

な新し いまちづく り 事業及びその人材育成事業 

①  教育、 福祉、 産業振興等の様々な分野を含む総合的な新し いまちづく り のた

めの、 計画立案、 企画調整支援および事業実施 

②  社会福祉法第2条に規定する第2種社会福祉事業 

ア・ 児童福祉法に基づく  

・ 障害児通所支援事業 

・ 障害児相談支援事業 

・ 放課後児童健全育成事業 

・ 地域子育て支援拠点事業 

・ 保育所を経営する事業 

イ ・ 老人福祉法に基づく  

・ 老人居宅介護等事業( 訪問介護）  

・ 老人デイ サービス事業( 通所介護）  

ウ・ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく  

・ 障害福祉サービス事業 

・ 相談支援事業 

・ 地域生活支援事業 

・ 地域活動支援センタ ーを経営する事業 

③ 人材の養成及び研修 

6.  その他こ の法人の目的を達成するために必要な事業 

主な実績 

1. 神奈川県国際研修センタ ー管理・ 運営業務【 委託事業】  

2015 年( 平成 27 年) 3 月末をも っ て閉鎖と なる前までは、 当会では、 研修員の事

前資料送付から 日本語研修（ 海外技術研修員のみ対象）、 専門研修補助、 研修旅行

や県民と の交流事業、そし てそれら に加え日常生活の相談役と し て事業を展開し て

き まし た。 その他、 私費留学生の募集、 選考補助、 日常管理に加え、 就職のための

セミ ナーの実施や秋のセンタ ーデーの実施、毎月のイ ベント 等、地域住民をはじ め、

県民と の交流企画も 積極的に実施し 評価をいただき まし た。その蓄積により 、現在

でも 、 宿泊施設管理人と の信頼関係、 地域住民と のつながり を有し ています。  

 

2. 青年海外協力隊経験者( OB・ OG会) と の連携【 自主事業】  

協力隊のOB・ OG会は、 各都道府県別、 各派遣国・ 各専門職種を合わせると 現在70

以上の団体が存在し 、それぞれの地域社会でボラ ンティ ア活動の体験を活かし た様

々な市民活動を行っ ています。 当会はこ れら 協力隊OB・ OG会と 連携し ながら 、 各種
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活動に対する情報の提供・ 交換、 共同事業の形で支援し ています。  

「 グローバルフ ェ スタ への参加」「 アフ リ カ ンフ ェ スタ への協力」「 協力隊祭り の開

催」「 あーすフ ェ スタ かながわへの協力」「 国際理解・ 多文化共生の市民セミ ナー」

等 

 

 3. 独自の災害支援から 復興庁と の連携へ【 自主事業】  

   未曾有の災害をも たら し た東日本大震災。 当会は発災後、 すぐ に先遣隊を送り 、

自治体や関係団体から 情報を収集し 、的確なボラ ンティ ア配置を行う べく 本部内に

部署を設置、災害地域にはコ ーディ ネータ ーを配置し て事業を展開し まし た。現在

も 宮城県岩沼市・ 名取市、 岩手県釜石市などで支援が継続し ています。  

  こ のよう な当会独自のシステムによる支援が認めら れ、 復興庁・ JI CA・ 当会三者

連携が2013年( 平成25年) より 開始さ れまし た。  

   2016年( 平成28年) 4月の熊本・ 大分地震被害に対する緊急支援、 2019年( 令和元

年) 10月の台風19号洪水災害においても 、 長野県社会福祉協議会への協力と し て、

長野県内ボラ ンティ アセンタ ーの運営支援を行いまし た。  

 

4. 地方創生事業【 自主事業】  

当会は、 青年海外協力隊の経験を活かし 、 日本国内の地域社会と コ ミ ュ ニティ

の発展を目指し た地方創生に貢献すべく 様々なプロジェ ク ト を展開し ています。  

高齢者、 障がい者、 在留外国人等すべての人々が地域の一員と し て地域を支え

合う 「 生涯活躍のまち」 をめざし 、 石川県輪島市では、 社会福祉法人佛子園と 共

同で「 輪島KABULET」 を推進、 宮城県岩沼市では、 I WANUMAWAYプロジェ ク ト を2016

年( 平成28年) 4月から 開始し まし た。 広島県安芸太田町、 鳥取県南部町では地方再

生法人に指定さ れ地域活性化事業に着手し ています。  

 

5. 神奈川森林づく り 定着型ボラ ンティ ア事業【 自主事業】  

国内では環境保全への取組が大き な課題と なっ ており 、 神奈川県も 県民一体と

なっ た活力ある水源の森づく り を推進し ています。 当会は地域の森林づく り 交流

事業に参画し 、 森林保全を通し た社会還元事業に取り 組んでいます。  

 

＜国際協力事業＞ 

1. NGOイ ンタ ーンプログラ ム事業【 受託事業】  

財政難により 人材育成がままなら ない日本の国際関係 NPO/NGOに対し 、 研修生

と し て採用さ れた人材に対する各種補てんを行い、 人材育成の一助と なるための

運営事務局を、 当会はプログラ ム開始から 9 年間継続し て外務省より 受注し てい

ます。 こ の事業により 、 国内の国際関係 NPO/NGOと の関係も 広がり 、 他事業の連

携も 始まっ ています。  

 

2. JI CA海外協力隊事業支援【 受託事業】  

JI CA海外協力隊事業の円滑な実施運営のため、 以下の業務を行っ ています。  
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・ 合格者に対する合格後各種手続き等の支援 

・ 派遣前訓練・ 研修支援業務 

  ・ 技術補完研修支援業務 

  ・ 企画調査員（ ボラ ンティ ア事業） への支援業務 

 

3. ブータ ン王国と の交流【 自主事業】  

ブータ ン王国の障がい者支援、 国営公園の整備運営事業を国内の福祉法人及び民

間事業者と 共同でJI CA草の根事業を展開中です。  

 

 4. 国際交流事業 

  地方自治体が実施し ている外国人受け入れ事業の企画運営並びに、 地方自治体が

自主事業と し て実施し ている高校生海外派遣事業の企画運営に関わっ ており ます。  

   また、 JI CA 並びに日中友好会館主催の外国人受け入れ研修事業の企画運営に関わ

っ ています。  

 ア． 研修生受け入れ支援 

( 1) JI CA青年研修事業【 受託事業】  

JI CAの実施する青年研修事業において、当会は受入団体と し て世界各地の青年

を迎え入れ、より 効果的な技術研修を実施するためのプログラ ムを実施し てい

ます。  

( 2) JENESYS 2. 0【 受託事業】  

    アセアン11か国の若者を日本へ招聘し 交流を深め友好親善に寄与する目的で

2019年から 始まっ た当プログラ ムにおいて、 アセアン事務局、 日中友好会館

などの国際機関事務局と 連携し ながら 、 年間約2, 000名の受入れを実施し てい

ます。  

 

財政状況 

（ 過去 3 年間に

ついて記入し て

く ださ い）  

年 度 平成 28 年( 2016 年) 度 平成 29 年( 2017 年) 度 平成 30 年( 2018 年) 度 

総収入 3,189,589,125 3,191,688,367 3,074,554,851 

総支出 3,204,977,035 3,191,057,864 3,045,189,713 

当期損益 -15,387,910 630,503 29,365,138 

累積損益 886,529,886 887,160,389 916,525,527 

応募に関する担当連絡先   

氏
ふり

 名
がな

 編
あみ

田
だ

 照
てる

茂
し げ

 部署・ 職名 専務理事 

電話番号 045-896-2121 Ｆ Ａ Ｘ  045-896-2299 電子メ ール 
am ida.terush ige@ 

earthplaza. jp 

（ ※） 欄が不足する場合は、 別紙を追加し て下さ い。  
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団体名 公益社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

１  指定管理業務実施にあたっ ての考え方、 運営方針等について 

（ １ ） 指定管理者と し ての基本方針等 

ア 施設の設置目的や公の施設と し て の役割を 踏ま え た指定管理業務全般を 通じ た団体等の総

合的な運営方針、 考え方について 

（ 施設の設置目的や公共性や平等性など 公の施設と し ての役割について、 ど のよ う に考えて い

る のか。 また、 設置目的を 踏ま えた上で、 こ の施設の役割を 活かし て、 ど のよ う な施設運営

を 目指すのか、 指定管理業務全般を 通じ た総合的な運営方針や考え方を 記載し てく ださ い。）  

 

（ ア）【 基本的な施設運営の考え方について】  

神奈川県立地球市民かながわプラ ザ（ 以下あーすぷら ざ） は、 私たちが地球に暮ら す一員と

し て、 世界の文化や暮ら し についての国際理解や国際平和、 地球規模の課題について、 日々の

生活の中で考え、 自分にできる身近なこ と から 行動し ていく ための総合的な施設です。 神奈川

県が 1998 年( 平成 10 年) 2 月に設置し て以来 22 年の歴史を持つ、県並びに周辺地域にと っ て大

切な施設と なっ ています。  

あーすぷら ざは、“ 国際”、“ 多文化共生”、“ 平和”、“ こ ども ” をキーワード に様々な企画や

イ ベント を開催する中で来館者から 愛さ れ頼ら れる施設と し て成長し てき ています。 来館者数

も 年間 40 万人を超え、2018 年度は過去最高の 46 万人を超えまし た。こ れも 県の指導を受ける

中で、 県民、 地域の皆様、 さ ら にあーすぷら ざ所属のボラ ンティ アの皆様をはじ め、 関係する

あら ゆる方々のご支援ご理解があっ てのこ と と 考えています。 指定管理者と し てあーすぷら ざ

の運営を任さ れた暁には、 こ れまで以上に施設の安心・ 安全管理に努めると 共に内容の充実に

努め、 県民の皆様、 地域の皆様の要望に添っ た運営や、 独自の企画展などにより 、 より 良い事

業運営に努めます。 具体的にはこ れまでの事業を再検証し 、 踏襲すべき事業と 、 新たな時代の

潮流に適切に対応でき る事業と を合わせ、 展開を図っ ていき ます。  

 

特に、 神奈川県が施策する≪「 かながわ国際施策推進指針( 第 4 版) 」 を念頭に≫進めます。 

神奈川県は、 2017 年( 平成 29 年) 3 月に、「 かながわ国際施策推進指針( 第 4 版) 」 を発表し まし

たが、 当会があーすぷら ざを運営するにあたり 、 こ の指針の 5 つの基本目標である、 ①多文化

共生の地域社会作り ／②神奈川県の特色を生かし た国際展開／③グローバル人材などの育成

／④非核・ 平和意識の普及／⑤県民などの国際活動の支援、 協働・ 連携の促進 を念頭に置き

推進し て参り ます。  

 写真： あーすぷら ざ外観 
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また、 ≪あーすぷら ざの使命を最大限尊重し 地域と 連携し ながら ≫運営し て参り ます。 運 

営指針は、 あーすぷら ざの使命である「 こ ども の豊かな感性の育成・ 地球市民意識の醸成・  

国際活動の支援」 を目的と し て事業運営を行います。 特に、 当館をご利用いただいている地 

域の皆様、 NPOなどの社会貢献を担う 団体、 本事業に密接に関係する( 公財) かながわ国際交 

流財団および地方自治体と の連携は、 あーすぷら ざ事業をさ ら に深化さ せ、 県民の期待と 信 

頼を高めるためにも 必要不可欠な要素であると 考えます。  

 

更に、 ≪JI CA海外協力隊( ボラ ンティ ア) 経験の特徴を生かし て≫上記の基本目標や運営指 

針を推進するに当たり 、 当会の特徴である下記①～③を生かすこ と で、 あーすぷら ざの目的の 

ひと つである「 地球規模の課題の解決」 を促す、姿勢を事業に反映し ていけるも のと 考えます。 

① JI CA海外協力隊と し ての開発途上国での経験 

② 海外でのボラ ンティ ア経験者によるネッ ト ワーク  

③ 当会が実施し ているその他の国際関連事業の経験や連携 

 

 写真： あーすぷら ざ外国人教育相談 

 

最後に、 新たな社会の動き と し て、 我が国が人口構造上 2040 年に高齢者人口がピーク を迎

え、 生産年齢人口が減少し ている中、 高齢者や障がい者を支援すると と も に、 男女共同参画や

外国人と の共生を実現し 、 年齢、 障がいの有無、 性別、 国籍等に関わら ず、 みんなが支え合う

イ ンク ルーシブな社会を目指すこ と が必要であると 考えています。  

外国人労働者や外国人留学生が増える中、日常の生活に困っ ている外国籍の方がいる現状に

あっ て、 こ のよう な困っ ている外国人と 日本人が、 こ の「 困っ た」 を共に解決するのが「 多文

化共生」 だと 考えます。 社会的課題を「 他人事」 ではなく 「 自ら の課題」 と し て考える、 それ

こ そが国連が掲げる「 持続可能な開発目標 SDGs」の基盤である「 誰も 取り 残さ ない( Leave No One 

Behi nd）」 に通じ 、「 世の中にはいろ いろな人がいて、 それぞれ助け合っ て生き ている、 だから

社会的に必要と さ れない人は存在し ない」「 人が原点、 無視さ れない社会」 と いう 考え方で多

文化共生事業を推進し ます。  

 

当会は、 県民の皆様、 地域の皆様のご理解・ ご協力・ ご指導を頂き 、 愛さ れ頼り にさ れるあ

ーすぷら ざを目指すと と も に、 当会が築いてき た、 国や自治体、 さ ら に地域国際化協会・ NGO

や NPO・ 国際協力機構( JI CA) 等の機関と 情報を共有し 、 関係者の「 出会いの場」 を提供する中

で、 あーすぷら ざの発展に最善を尽く し ます。  
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（ イ ）【 施設運営の目標について】  

 

≪誠意ある丁寧な対応をモッ ト ーに 50 万人突破を目指し て≫ 

当会は 2011 年度より 、 あーすぷら ざの運営に携わり 、 利用者数が 2010 年度の 30 万人から

2018 年度は 46 万人と なり まし た。 こ の 8 年間で年間 16 万人の増加を達成し まし た。 利用者数

増加の主な要因の１ つは、「 接客サービスの向上」 つまり 、「 誠意を尽く すこ と 」 にあり 、 日常の

中で心地よい空間・ 人間関係を築いていく こ と が重要な要素であると 考えています。  

 
指定管理者制度導入（ 2006 年度） 後の利用者数の推移 

 

次の 5 年間ではさ ら に 4 万人増、 すなわち年間 50 万人を必ず達成し ます。 目標達成には、 上

述「 接客サービスの向上」 に加え、 施設の特徴を生かし た事業の拡大を目指し ます。  

学習センタ ー事業においては、 対象者の中心は幼児から 小学生低学年にわかり やすい内容と

し ながら も 、 そのメ ッ セージは大人まで伝わる地球規模の課題（ 平和、 人権、 環境、 多文化共

生、 国際協力など） について問いかける表現方法をと り たいと 考えます。  

また、 貸出施設のう ち、 趣味やサーク ル活動、 各種研修会など小規模でご利用いただいてい

る貸室は 80～90％の利用率ですが、 プラ ザホールの一般利用は、 月によっ て 50％を切る利用率

で、 展示コ ーナーは 10％以下に留まっ ています。 こ れら 施設の利用率を 10～20％以上高めるた

めに、 民間企業等の入社式、 企業研修会などへのご利用を多く の企業にアピールし ていき ます。 

さ ら に、 情報・ 相談センタ ー事業の外国籍県民支援事業に関し 、 相談員や教育機関関係者およ

び NPOなどの支援団体と の連携を深め、 質の高い研修を目指すと と も に当方の人材( 協力隊経験

者) のネッ ト ワーク を生かし た支援( 業種別通訳、 言語別通訳) を有効に活用し ていき ます。  

加えて、あーすぷら ざは近隣の方や関係機関のご理解ご支援がある中で、地域に愛さ れ頼ら れ

る館へと 成長し て来ています。 今後、 時代に即し た質の高い施設運営を目指し 、 さ ら に各位のお

力添えを 貰う 中で成長し ていく 必要があるこ と から 、 以下の要領で外部から のアド バイ スを貰

う 、 アド バイ ザー委員会( 仮称) を設置し ます。  
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  アド バイ ス内容 
● あーすぷら ざ全体の管理・ 運営に関するアド バイ ス 
● あーすぷら ざを活用し た「 夢のある事業」 の提案に関するアド バイ ス 
● その他、 時代のニーズに応える事業、 あーすぷら ざの円滑かつ効果的な管理・ 運営の推

進に関するアド バイ ス 
 
委員会人数： 10～15 名程度 

    委員構成案： 大学・ 高校等の有識者、 行政機関の関係者、 民間・ NGO/NPOの関係者、 地域の 
有識者等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川県立地球市民かながわプラ ザの管理・ 運営に係るアド バイ ザー委員会設置要領（ 案）  

（ 目的）  

第 1 条 神奈川県立地球市民かながわプラ ザ（ 以下「 あーすぷら ざ」 と いう 。） の指定管理者である公益社団法

人青年海外協力協会は、 あーすぷら ざの円滑かつ効果的な管理・ 運営のため、 アド バイ ザー委員会（ 以
下「 委員会」 と いう 。） を設置する。  

（ 審議内容）  

第 2 条 委員会は、次の各号に掲げる事項について、必要に応じ て、あーすぷら ざ館長の諮問すると こ ろ に応じ 、
地域の実情を踏まえて専門的見地から 検討、 審議を行う も のと する。  

（ １ ） あーすぷら ざ全体の管理・ 運営方針に関するこ と  

（ ２ ） あーすぷら ざを活用し た「 夢のある事業」 の提案に関するこ と  

（ ３ ） その他、 時代のニーズに応える事業、 あーすぷら ざの円滑かつ効果的な管理・ 運営の推進に必要な 
事項に関するこ と  

（ 委員会）  

第 3 条 委員会は、 委員長及び委員 10 名程度をも っ て構成する。  
 

（ 委員長及び委員）  

第 4 条 委員長及び委員は、 類似業務の経験者、 学識経験者、 関係機関の職員等の中から 、 あーすぷら ざ館長が 
委嘱する。  

   ２ ．  委員の委嘱期間は、 年度単位と する。 ただし 、 次年度の再委嘱を妨げない。  

   ３ ．  あーすぷら ざ館長は、 委嘱にあたっ て、 関係機関から 推薦を受けるこ と ができ る。  

   ４ ．   委員長及び委員本人から 辞任の申し 出があっ た場合には、 あーすぷら ざ館長の了承のう え、 中途辞任する 
こ と ができ る。  

 

（ 委員長の役割）  

第 5 条 委員長は、 会務を総括し 、 議事を総括する。  

   ２ ．  委員長に支障のある場合は、 あら かじ め委員長の指名する委員がその職務を代行する。  

 
（ 委員会）  

第 6 条 委員会は、 必要に応じ 、 委員長が召集し 、 開催する。  

   ２ ．  委員長は、あーすぷら ざ館長の了解を得て、学識経験者等をオブザーバーと し て委員会に出席さ せるこ と  
ができ る。  

（ 事務局）  

第 7 条   委員会の運営に必要な以下の業務を実施するため、 事務局をあーすぷら ざ内に置く 。  
 （ １ ）  委員会開催等の運営事務 

 （ ２ ）  委員会において、 協議、 検討さ れた事項のと り まと め 

 （ ３ ）  委員会への情報提供 
 （ ４ ）  その他、 委員会の運営に必要な業務 

 

（ 期間）  

第 8 条 委員会の設置期間は、 2021 年 4 月 1 日から 指定管理期間が終了する 2026 年 3 月 31 日までと する。  

 

（ 経費）  

第 9 条 委員会開催に係る経費は、 必要に応じ 、 あーすぷら ざが規程に基づき支給する。  

以 上 
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（ ウ）【 周辺施設環境の変化への対応】  

 

本郷台駅で 2015 年 5 月から 進めら れてきた本郷台駅前再開発事業において、あーすぷら ざと

競合する栄区所管の複合施設が建設設置さ れるこ と から 、こ れら の施設と の連携を進める必要が

あると 考えます。指定管理者と し て地域住民と 連携し た施設利用について積極的に働きかけるこ

と で、 双方にと っ て施設の有効利用が図ら れるよう 努めます。  

建物の概要は、 三井不動産レ ジデンシャ ル株式会社が開発する本郷台駅前の元国有地におい

て、 建設する建物の一部に本郷地区センタ ー( 移転) 、 地域ケアプラ ザ( 新設) 、 さ かえ区民活動セ

ンタ ー( 移転) の 3 施設（ 合計床面積： 約 1500 ㎡） の複合公共施設を整備し ていく 計画で、 同社

と 横浜市で協議を進めており 、 2019 年 2 月 26 日付けで、 同社が施設を整備し 、 整備後に横浜市

が取得すると いう 内容の基本協定を締結し ています。 今後は、 こ の協定に基づき 、 複合公共施設

の整備が進めら れます。 オープンは 2022 年 4 月予定です。 なお、 2017 年 12 月から 2018 年 8 月

までの間に、 近隣の連合町内会長・ 副会長、 本郷地区センタ ー委員会委員、 福祉活動団体等を中

心と し た本郷台駅前複合公共施設( 仮称) 建設委員会を開催し 、それぞれ意見交換を実施し 施設の

設計に向けた協議が進めら れてき たも のです。  

 

下記の図面で分かるよう に、 あーすぷら ざの直ぐ 近く で同じ 利用形態の、 大会議室、 中会議 

室、 会議室、 多目的ホール、 調理室、 図書コ ーナー、 娯楽コ ーナー、 プレールーム、 工芸室、  

和室、 相談室、 ミ ーティ ングスペース、 情報ラ ウンジ、 情報相談等が設置さ れる計画になっ て 

います。 同じ 地区にこ れだけの同種施設が設置さ れる有効性を発揮できるよう 、 設置者である 

栄区と の情報のやり 取り や協働事業が出来る可能性も 含め積極的に協議・ 検討を指定管理者と  

し て進めて参り ます。（ 下記参考図： 5 点と も に横浜市栄区Ｈ Ｐ 等より 参照）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

あーすぷら ざ 
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（ エ）【 全国で展開する地方創生事業を あーすぷら ざでも 活かす】  

 

当会は、 青年海外協力隊の経験を活かし 、 日本国内の地域社会と コ ミ ュ ニティ の発展を 目指

し た地方創生に貢献すべく 様々なプロジェ ク ト を展開し ています。  

高齢者、 障がい者、 在留外国人等すべての人々が地域の一員と し て地域を 支え合う 「 生涯活

躍のまち」 をめざし 、 石川県輪島市では、 社会福祉法人佛子園と 共同で「 輪島KABULET」 を推進

し ています。 中心市街地の空き 地・ 空き 家を 改修、 温泉やレスト ラ ンを併設し た地域交流拠点

の運営を通じ 、 地域社会の活性化に取り 組んでいます。 また広島県安芸太田町、 鳥取県南部町

から 、 地域再生法に基づく 「 地域再生推進法人」 の指定を受け、 官民連携し て「 共生社会」 の

実現に向けたプロジェ ク ト を 実施し ています。 こ れら の事業実績を、 あーすぷら ざでも 活かせ

るよう 努めます。（ 下記図JOCA＝当会。 Japan Over seas Cooper at i ve Associ at i onの略称。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国・ 県・ 自治体と 当会が一体と なっ て進める「 地方創生 生涯活躍のまちづく り 」 に青年海 

   外協力隊の帰国隊員を活用し た「 ごちゃ まぜ事業」 を各地で展開中です。 こ れら を国の賛同 

   も 得る中で、 さ ら に全国展開する運びになっ ています。 こ こ 、 あーすぷら ざにおいても 、 こ  

   の事業趣旨に沿っ た「 かながわ版ごちゃ まぜ」 事業を推進し たいと 考えており ます。  
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イ  業務の一部を 委託する 場合の業務内容等について 

   （ 業務の一部を 委託する 場合の委託業務の内容、 委託先の選定方法や業務の一部を 委託する こ と

によ り 、 見込ま れる 効果・ 効率性等について 、 記載し て く ださ い。）  

 

（ ア）  保守管理業務のう ち建築設備の総合保守点検（ 昇降機設備、 自動ド ア、 シャ ッ タ ー、 排

煙窓）、 エレベータ ー点検、 常設展示室及びプラ ザホール等の保守管理については、 専門

業者による委託業務と し て日常点検、 定期点検、 法定点検についてその性能を長期間維

持し 続けるこ と を前提にき め細かい保守点検を心掛けます。  

 

（ イ ） 保安警備業務については、 公共施設と し ての信頼性・ 安全性に留意し つつも 毅然と し た

対応、 発生し た事案（ けが、 事故、 暴力行為、 自然災害など） を当施設の職員と の素早

い連携によっ て早期解決ができるよう 専門業者に業務委託し ます。  

 

（ ウ） 常設展示室 5 階と 総合受付における受付業務およびプラ ザホール管理運営業務について

も 専門業者への業務委託と し 、 接客業務のより スムーズな運営をいたし ます。  

 

（ エ） 清掃業務については、 日常清掃および定期清掃を専門業者による委託業務と し ます。  

こ れら 業務の選定方法は、 公正・ 公平な選定を担保するため、 条件付き一般競争入札

方式と し ます。 条件付き の内容は、 県内に活動拠点を有し 、 神奈川県への登録団体であ

るこ と と し 、 県内の中小企業者に受注の機会を確保いたし ます。  

 

なお、 当館の施設管理は当館全体（ 本郷台駅前県市等合同施設管理組合） の施設管理も 委ね

ら れるこ と から 管理費の節減に努め、さ ら なる効率的かつ効果的な業務委託が求めら れます。 

し たがっ て、 こ れまでの業務再委託契約は１ 年毎の入札を繰り 返し ていまし たが、 それを可

能な限り 複数年契約（ ２ 年～５ 年） を導入するこ と で、 企業側が安定的な企業運営を行える

こ と によるコ スト ダウン化が図れるこ と や、 人材確保の面で労働者が安心し て働く こ と ので

きる環境づく り により 、 より 質の高いサービスが生まれるこ と が期待できます。  

実施に際し ては複数年の契約を交わす場合でも 基本契約と 年度契約の両方を作成し 、契約内

容の見直し 条項を 付記するなど単年度予算の性格を契約条項に盛り 込んだう えで、 慎重に対

処し て参り ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ※） 欄が不足する場合は、 別紙を追加し て下さ い。  
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団体名 公益社団法人青年海外協力協会 

 

 

Ⅰ サービスの向上について 

２  施設の維持管理について 

（ １ ） 施設及び設備の維持管理の実施方針について 

（ 清掃業務、 保守点検業務、 受付業務、 警備業務等を 適切に行う ため、 有資格者等を 含めた十分

な 人員の配置や、 委託を 行う 場合の業務水準確保に向けた取組等について 、 記載し て く ださ い。）  

 

 

法令又はそれに準じ た指針等に基づき、 業務を行う こ と を前提にし ており ますが、 その他 

   以下に掲げる点についても 施設・ 清掃・ 設備維持管理における最重要課題と し て取り 組みま 

す。なお、業務委託にて実施する内容については、基本的に一般競争入札制度（ 神奈川県登録）

を取り 入れ、予算管理、委託先人材確保、効率化等の観点から 複数年契約の導入を検討し ます。 

 

ア＜清掃業務＞ 

本業務の日常清掃と 定期清掃は、 他社への業務委託にて行いますが、 快適な施設空間を 維 

持し ていく ために、 以下の内容で業者と 日々、 連携し ていき ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ア）  ト イ レ、 給湯室、 事務所、 各展示室、 その他各室等細菌の発生元と なり やすい箇所につ 

いて消毒効果を伴う 資材（ 洗剤等） を使用するこ と により 、 施設内感染防止に努めます。 

（ イ ） 使用資材は、 経費節減及び環境保護の視点から 使用を最小限に留めると と も に、 月毎の使

用実績を記録し 、 在庫管理を定期的に行います。  

（ ウ） 使用する資機材、 洗剤等は環境に優し いも のを使用致し ます。  

（ エ） 適材人員を配置し 、 優良なク リ ーンスタ ッ フ による清掃方法により 、 無駄な作業を無く し  

コ スト 削減を推進致し ます。  

（ オ） 当該施設の美観維持、 少し でも 建物を延命さ せるよう 適材な清掃資機材（ 環境に優し い道 

具）、あーすぷら ざの資機材をいためないよう な作業方法を取入れるなど工夫に努めます。 
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イ ＜保守点検業務＞ 

本業務は、他社への業務委託にて行いますが、業者選定にあたっ ては県内に営業拠点を置く 、

信頼性の高い業者を優先し て採用し 、 適切な業務実施に努めます。 なお、 対象と なる点検機材

は特殊かつ古いタ イ プがほと んどであるため、取扱業者は限定さ れますが、事前の打合せなど

詳細に行う こ と で保守点検を確実に遂行し て参り ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真： あーすぷら ざ 5 階フ ァ ンタ ジー展示室入口    写真： あーすぷら ざ 5 階 エレ ベータ ー前 

 

 

ウ＜受付案内業務及びホール運営管理業務＞ 

本業務に関し ても 他社への業務委託にて対応し ますが、 業者選定にあたっ ては上述し た通り

県内に拠点を持ち、経験豊富な人員の配置が可能な業者と 契約し 、適切な業務実施に努めます。 

また、 受付案内員のリ ーダーには「 普通救命講習」 の受講を義務づけ、 AED 操作等救命技

能を有する人材を配置し ます。  

さ ら に、 ホール運営管理業務では、 専門性（ 同規模の業種での 10 年以上の経験など） の高

い人材を配置でき るよう 業者選定には配慮し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真： あーすぷら ざ 2 階 総合受付 
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エ＜保安警備業務＞ 

本業務に関し ても 他社への業務委託にて対応し ますが、 犯罪や災害の発生を警戒・ 防止し 、 財

産の保全と 利用者の安全を守るため、当方の職員が保安警備の意識を持っ て日常の業務にあたる

よう 、 日々の教育を徹底し ます。  

受付などにおいて来館者の施設利用状況の確認を行い、 不審者侵入の未然防止に努めます。 な

お、 以下の事案等へは、 当方の職員と 保安・ 警備業務を委託する業者と の密接な連携によっ て確

実かつ素早い判断をも っ て対処し ます。  

 

（ ア）  施設内外における迷惑行為（ 施設利用のルールに従わない行為） への注意喚起 

（ イ ）  施設内での置き引き ・ 盗難などへの予防措置と 監視モニタ ーによる事案への対応 

（ ウ）  事故や事件、 傷病人が発生し た場合の警察への通報および救急車などの手配を職員と 協

力し て行う  

（ エ） 地震・ 火災・ その他自然災害などへの対応は、 365 日、 24 時間の複数体制と し 、 館長・ 副

館長などへの適宜・ 迅速な通報を行う  

 

  

         イ ラ スト ： 災害等訓練のイ メ ージ図 

 

 

（ ※） 欄が不足する場合は、 別紙を追加し て下さ い。  
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団体名 公益社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

３  利用促進のための取組、 利用者への対応、 利用料金について 

（ １ ） サービ ス 向上及び利用促進に向けた取組について  

   子ど も や障がい者等多様な利用者に配慮し つつ、 以下の事項について 記載し て く ださ い。  

 

ア  よ り 多く の利用を 図る ために実施する 事業の実施方針、 内容等 

  （ 施設の設置目的を 踏ま え 、 サービ ス の向上や利用促進に向けて 行う 事業の実施方針等につい

て 記入し て く ださ い。）  

 

 

（ ア）  ＜現状分析＞ 

現在、 常設展示室や企画展示室における中学生、 高校生、 大学生の利用者が少ないこ と が

課題です。  

幼児を対象と するイ ベント を実施すると 保護者(父母や祖父母)まで来場する可能性があり 、

集客効果が高く なり ます。また、幼児や小学校低学年生などは校外学習での来館をき っ かけに、

その後に家族と 再訪するケースがあり ます。  

     

（ イ ） ＜実施方針＞ 

① 企画展を中心と する比較的大き なイ ベント では、幼児から 小学校低学年生に理解し やすい形

態と し ながら も 、 その内容は、 地球規模の課題や国際協力、 国際理解、 多文化共生などのメ

ッ セージ性を意識し 、 大人も 関心をも っ て参加できるも のと し ます。  

② 公共施設であると いう 性格上、 施設・ 機材など大きな予算を伴う リ ニュ ーアルを提案するよ

り 、 N PO などを中心と する地域の方々が自由な発想で地球規模の課題に取り 組み、 その手

助けを私たちが行う こ と がより 現実的であろ う と 考えます（ 地域の活力を引き 出す支援）。  

③ 在住外国人、 留学生と 県民と の交流は、 N PO による日本語指導、 世界の教室やフ ォ ーラ ム

などに加え、 多く の外国籍住民が集う こ と ができ る内容の事業を導入し ます。  

④ 常設展示室については展示内容に関連し て来館者がより 興味を 持てる よう な補助教材の配

置や資料提供等の工夫を図り 、来館後も 展示テーマへの関心が持続するよう な働き かけを促

進すると 共にリ ピータ ーの増加に努めます。  

⑤ 関連テーマに関し て、 近隣の大学・ 高校、 N PO、 地域の各団体、 ボラ ンティ ア組織などと 連

携を強化し 、 地域社会と の協働を通し た事業への取り 組みを図り ながら 、 時代のニーズに応

えると と も に認知度の向上を目指し ます。  

⑥ あーすぷら ざの目的のひと つである「 子ども の豊かな感性の育成」 と いう 側面から 、 ０ ～2

歳児に配慮し 、 ラ ウンジに子ども 用ローテーブルを設置し ます。  

また、 貸室である保育室について、 県と 減免措置について協議し たう えで、 無料開放サー

ビスを実施し 、 その後の継続利用のき っ かけと し ます。 以上のよう な取り 組みを通じ 、 子育

て支援が必要な層の来館増を目指し ます。  
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イ  よ り 多く の利用を 図る ために行う 広報・ Ｐ Ｒ 活動の内容等 

  （ 施設の認知度向上、 展示室観覧や事業への参加等利用促進に向けた効果的・ 効率的な 広報・

Ｐ Ｒ 活動について 、 記載し て く ださ い。）  

 

 

（ ア） ＜現状分析＞ 

ホームページ、 フ ェ イ スブッ ク 、 ツイ ッ タ ー、 館内チラ シ・ ポスタ ー、 県民センタ ーおよ

び栄区役所でのポスタ ー掲示、 県内公共機関への定期便チラ シ配布（ 月 1 回 5000 部）、 県広

報誌や横浜市広報誌への掲載のほかに、 企画展や大き なイ ベント では、 地域情報が載っ てい

るフ リ ーペーパーへの掲載依頼も 行っ ています。  

アンケート 結果等、 参加者の声によると 媒体別の決定的なＰ Ｒ 効果は見ら れず、 幅広く あ

ら ゆる機会、 手段を講じ るこ と が必要であろ う と 考えます。 ただし 、 最近の傾向と し て、 講

演会やワーク ショ ッ プなどはＷＥ Ｂ メ ディ アを経由し ての応募や参加が目立ち始めまし た。 

 

（ イ ） ＜実施方針＞ 

① 2018 年度にホームページのリ ニュ ーアルを行い、スマート フ ォ ンにも 対応し まし た。今後も

より 分かり やすいホームページの運用を実施いたし ます。  

 

② 有料広告（ 民間雑誌、 路線バスなど） 掲載のほかケーブルテレビやラ ジオなどへの露出も 検

討し ていき ます。、 イ ンタ ーネッ ト の動画サイ ト も 広報先に加えてゆき ます。  

実験的に始めていたＷＥ Ｂ メ ディ アへの有料広告を増加さ せます。  

 

③ 当施設の認知度を高め、 施設の特徴を明確にし たイ ベント や研修会、 講演会などをあら ゆる

媒体を使っ てアピールし ていく こ と に加え、時と し て有名人を招いたト ーク イ ベント や著名

な映画を取り 上げ、 多く の方々の目を引く 手法も 取り 入れていき ます。  

 

④ 2019 年に地上波テレビ番組から 取材を受け放映さ れた企画展示は、 動員数が急増し まし た。

取材担当者によると 「 ビジュ アルの話題性」 が放映につながっ たと のこ と ですので、 今後、

テレビや動画メ ディ ア向けプレスリ リ ースでは画像を増やし て作成いたし ます。  

 

写真： 参考イ メ ージ。 食べログ「 シフ ォ ン& カ フ ェ  フ

ラ ンク ス」 より キッ ズルーム (黒ぽめあんこ 氏の投稿) 

 

写真： 一度、 使用すると その利便性から 定期的な利用

につながるこ と が多い保育室。  
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ウ サービ ス向上のために行う 利用者ニーズ等の把握及びその内容の事業等への反映の仕組み等 

（ 利用者の意見・ 要望の把握方法や施設運営への反映の取組みについて、 記載し てく ださ い。

また、 苦情処理や利用者と のト ラ ブ ル発生時の対応について、 事前の体制整備も 含めて、

記載し てく ださ い。）  

 

 

（ ア） ＜利用者の意見・ 要望の把握方法や施設運営への反映の取組みについて＞ 

① 簡易アンケート を、 各イ ベント （ 企画展、 映画、 講演会など） で実施し 、 アンケート 結果を

吟味し 、 次回以降の事業に反映さ せます。  

② 受付（ 事務室、 総合窓口、 図書館・ 情報フ ォ ーラ ム、 常設展示室） で利用者から のご意見や

反応を観察し ながら 、 ご批判や要望など担当者および担当責任者（ 主任） が作成し た報告書

を館長が確認し 、改善すべきかどう か判断し ます。月例報告書にまと め即応すべき かどう か

を記録し 、 県へ報告し ます。  

③ 詳細アンケート は毎年 11 月に 1 か月間実施し ます。 母数 300 件以上をと り まと め、 改善計

画に反映し ます。  

 

（ イ ） ＜苦情処理や利用者と のト ラ ブル発生時の対応について＞ 

① アンケート や電話などで苦情やト ラ ブルが発生し た場合は、担当者（ 委託業者の受付を含む）

が対応し ます。 窓口対応で収まら ない場合は、 担当課の主任も し く は課長が応対し ます。  

その内容によっ ては、 館長自ら 直接面談し 、 解決策を検討し ます。  

② いかに当方がルールに則り 、 正し い判断と 対応であっ たと し ても 、 利用者に不愉快な思いを

さ せてはなら ないと 考えます。 あく までも 丁寧な説明と 応対を心掛け、 時間をかけてでも 利

用者の納得を得るよう に努力すると いう 応対の基本を全職員に徹底し ます。  

③ 上記のト ラ ブルについては、 重大な事案は即刻、 国際課へ通報し 、 通常の内容であれば月例

報告書に記載し ます。  

 

 

エ  障がい者への配慮 

 （ 手話言語条例への対応など 、 障がいのある 利用者への対応に係る 配慮について、 記載し て

く ださ い。）  

 

 

・ あーすぷら ざにおいて年齢、 障がいの有無、 性別、 国籍等に関わら ず、 みんなが支え合う ソ

ーシャ ルイ ンク ルージョ ンな社会を目指し ます 

近年、 社会と つながり を持てない、 持たない人々が社会的孤立状態に置かれ、 自ら 福祉サー

ビスを利用し たり 、 社会参加する機会を得ら れぬまま、 声を出すこ と なく 「 閉じ こ も り 」 を続

けている若者、 高齢者の姿に注目が集まっ ています。 こ う し た人々の存在に気付き 、 積極的代

弁活動を行う 活動が全国的に進めら れています。  
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こ のよう に自ら の困難、不利益にある状況を発信する機会のない人から 学び、一人ひと り が

かけがえのない人格を有する存在と し て、 その人ら し く 生き る道をと も に探り ながら 、 伴走す

る人々が地域に多く 存在するこ と が求めら れます。  

地域に埋も れている人々への権利擁護の活動も 注目さ れており 、まさ し く 、こ のソ ーシャ ル

アク ショ ンを進める集団の存在が求めら れています。 あーすぷら ざ内において「 寛大な心」 を

持てるよう 日々研鑽を積む場所と し て機能さ せるよう に努めます。  

    

 

・「 誰も が活躍でき る地域社会をつく る」  

 大都市圏においては、 今後、 高齢者数の増大が顕著になると 見込まれるこ と を踏まえ、 対応

を検討する必要があると さ れています。 先日、 神奈川新聞に、 大都市の「 限界集落」 急増、 と

いう 大き な見出し があり まし た。「 一見、 良好も 失われる活力」 と 。 その意味は、 一見、 良好

な住環境、 し かし 、 人口減の時代は、 住民への影響がじ わじ わ進み、 そんな「 大都市の限界集

落」 はこ れから 爆発的に増えていく と いう こ と です。「 空き 家」 や「 買い物難民」、「 孤独死」

など様々な問題が噴き 出す可能性があり ます。 特に横浜市栄区桂台、 公田町はこ こ 数年で一気

に自治会のエネルギーが失われていると 記者は述べています。 実際現地を見て回ると 、 一見何

も 変わっ ていない様ですが、街角に人の影が無く 、スーパーに行く と 高齢者が多く みら れます。 

 

人口減少や少子高齢化が進行する中で、神奈川県が成長を続けると と も に、活気あふれる地

域をつく るためには、 女性、 高齢者、 障がい者、 ひきこ も り 、 外国人など誰も が居場所と 役割

を持ち活躍でき る地域社会を実現するこ と が重要だと 考えます。  

一人ひと り が、 個性と 多様性が尊重さ れ、 家庭で、 地域で、 職場で、 それぞれの希望がかな

い、 それぞれの能力を発揮でき 、 それぞれが生き がいを感じ ながら 暮ら すこ と ができ る地域社

会の実現が求めら れています。  

こ う し た地域社会を実現するためには、 共助、 互助の考え方も 踏まえ、 様々な人々と 交流し

ながら つながり を持っ て支え合う コ ミ ュ ニティ の形成が重要と なり ます。 こ のよう なつながり

や場の形成は、新し い発想やビジネスを生み出す力と し ても 期待さ れます。若者も お年寄り も 、

女性や男性も 、 障がいや難病のある方も 、 更には一度失敗し た方も 、 誰も が思う 存分その能力 

を発揮でき る、 皆が活躍でき る社会を、 地域の皆さ ん共に創り 上げる仕組みづく り をあーす

ぷら ざを拠点に進めたいと 思います。  
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その為に当会が進める「 ごちゃ まぜ」 をあーすぷら ざ

を拠点に地域に根付かせていき たく 思います。 障がいの

有無や年齢に関係なく 、 ごちゃ まぜで共生すると それぞ

れの心に利他を育むこ と から 、 互いの共感力により 、 人

は元気になり 、 まちは活気づき ます。  

「 ごちゃ まぜ」 の発想は、 人々が集まり 、 心を開いて

問題解決をする場と いう 意味でも 、 あーすぷら ざで取り

組むべき 事業と 考えます。  

 

・ 手話言語条例への対応 

全ての人が、 相互に意思を伝え合い、 心を通わせ、 理解し 合い、 信頼関係を築きながら 心豊

かに暮ら す共生社会の実現は社会が求める願いでも あり ます。 手話は、 聞こ えない人が受け継

ぎ、 発展さ せてき た手指や体の動き 、 表情を使っ て視覚的に表現する独自の体系を有する言語

であり ます。神奈川県は神奈川県手話言語条例を 2014 年( 平成 26 年) 12 月神奈川県議会におい

て可決・ 成立し 2015 年( 平成 27 年) 4 月に施行し ています。  

手話の普及等は、 ろう 者と ろ う 者以外の者が相互に、 その人格と 個性を尊重し 合いながら 共

生するこ と のできる地域社会の実現のために、 意思疎通や情報の取得又は利用の手段と し て必

要な言語であるこ と を県民の理解の下に、 推進さ れなければなら ないと さ れています。  

また、 当会と し て、 あーすぷら ざを運営するにあたり 、 手話を通し て、 と も に生き る社会を

めざし て手話の理解を広げると 共に手話講習会や手話のイ ベント を開催致し ます。 さ ら に手話

を学ぶし く みや冊子や動画など手話を学ぶための教材を収蔵し 、 手話を使いやすい環境を整え

ます。 合わせて、 手話通訳者の計画的な養成につながるよう 努めます。  

 

 さ ら に神奈川県の 10 の取組みである手話の理解を進めるために 

1 県民向けの手話講習会の開催。   

2 リ ーフ レッ ト や動画の収集。   

3 手話への関心を高めるイ ベント の開催。  

手話の学びと し て 

4 児童・ 生徒の学びの充実。   

5 教員向けの研修会の開催及び支援。   

6 手話の学習用冊子や動画の収集。  

手話を使う 環境づく り と し て 

7 手話講習会の開催を幅広く 働き かける。  

8 非常時に手話が使える環境づく り を促す。  

9 手話通訳者の計画的な養成に努める。  

10  手話通訳者が派遣さ れる機会を拡充する。  

こ と を目指し て行き ます。  
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オ 施設の特性を よ り 効果的に活かすために行う 自主事業の内容等 

設置目的を 踏まえ、 施設の特性を よ り 効果的に活かし 、 サービ スの向上や利用促進に向け 

行う 自主事業について、 規模・ 経費面から 実現可能なも のを 記載し てく ださ い。）  

 

 

   当会は途上国でのボラ ンティ ア経験者が中心の団体です。 職員自身が経験し た体験そのも の

が貴重な教材であり 、 国際理解教育や国際協力に関するワーク ショ ッ プなどを 実施するにあた

り 、 職員は勿論のこ と 、 県内や近県に在住する協力隊経験者を充分に活用し た自主事業を 実施

し ます。 また、 そのネッ ト ワーク は他に類のない特徴のあるネッ ト ワーク であり 、 その情報を

十分に活用し た事業を展開し ます。 特に、 国際理解展示室を使っ て現地の生活様式や民族衣装、

民族楽器などの活用が期待でき ます。 また、 高齢者や子ども たち、 障がい者、 そし て外国籍の

方々が心地よく 安心し て過ごすこ と ができ る空間を提供し たいと 考えます。  

 

●グローバル人材育成プログラ ムの強化 

   国連が提唱する SDGs「 持続可能な開発目標」（ Sust ai nabl e Devel opment  Goal s） ですが、 こ

の SDGs は、あーすぷら ざの目的・ 機能と 共通すると 考えています。さ ら に神奈川県が掲げる「 と

も に生きる社会かながわ」 にも 繋がるも のです。 こ の SDGs のスローガンにある「 誰一人と り の

こ さ ない世界の実現」、 世界的な飢餓をなく し 、 男女平等を進め、 食品ロスを減ら し 、 温暖化を

食い止める。 最貧国に生まれたから 、 女性の社会進出が許さ れないから 、 太平洋に浮かぶ小島

だから 、 世界の発展から 取り 残さ れても 仕方ない、 と いう こ と ではなく 、 そう 言わずに頑張ろ

う 、 と いう も のです。 SDGs の思いは、「 世界の持続可能な開発・ 発展・ 成長・ 活性化・ にぎわい

を通し て、 誰一人と り のこ さ ない世界の実現を目指す」 と いう こ と であり 、 こ れは多文化共生

社会の思いと 重なっ ています。  

 当会はこ れまで SDGs にも つながる「 生涯活躍のまちづく り 」 への取り 組みを始めています。

多世代、 多文化交流による生涯活躍のまちづく り 、 高齢者や子ども 、 障がい者、 外国人、 地域の

皆さ んが共に暮ら せる街を、 国、 地方自治体、 地域住民と 連携し 進めています。「 世の中にはい

ろいろな人がいて、それぞれ助け合っ て生き ている、だから 社会的に必要と さ れない人は存在し

ない」「 人が原点、 無視さ れない社会」。 私たちは、 あーすぷら ざでも 、 そんな思いを共有し なが

ら 関係者と 仕事を進めるこ と が出来るよう 努めて行き たく 思っ ています。  
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  ●カ ナガワビエンナーレ国際児童画展について 

1979 年の国際児童年を契機に、 神奈川県が唱えた「 民際外交」 事業のひと つと し て、「 カ ナガ

ワビエンナーレ国際児童画展」 を 1981 年に第１ 回展を実施し て以来、隔年開催を続けています。

絵画を通じ て明日の世界を担う 児童の夢と 創造力を育み、お互いの生活や多様な文化を理解する

ため、 海外及び神奈川県内から 児童画を公募し 、

展示する国際児童画展です。  

昨年 20 回目と いう 節目の展示会と なり まし た。

受賞はスリ ラ ン カ と イ ン ド の子ども が大賞を 受

賞し まし た。  

記念すべき第 20 回を迎える昨年は、 2019 年 7 月

5 日から 8 月 25 日まで開催さ れる国際展示展覧会

と 、 7 月 7 日に行われる、 大賞を受賞し た海外の

子ども たちを招待するために開かれる表彰式に

向けて、 準備を行っ ていまし た。  

し かし 、 発展途上国と 呼ばれる国や地域の子

ども たちから も 多く の作品が寄せら れる一方で、

「 表彰式に参加し たいけど、日本に来る資金がな

いから あき ら めます。 」 と 、 受賞し た子ども たち

が参加でき なく なるこ と が過去にはよく あり ま

し た。  

そこ で、 第 20 回と いう 節目を迎える昨年、 自

費では国際児童画展への参加が叶わない子ども

たちも 来ら れるよう 、 渡航費用をク ラ ウド フ ァ

ン ディ ン グ( cr owdf undi ng) で 募るこ と にいた

し まし た。無事に希望額の寄付を全国から 受けた

こ と によっ て、 スリ ラ ンカ から 来日し た子ども

が、 2019 年 7 月 7 日あーすぷら ざでの「 第 20 回

カ ナガワビエンナーレ国際児童画展－絵でつな

いでき た 40 年－」 の授賞式に参加できまし た。  

カ ナガワビエンナーレ国際児童画展は、こ れま

でに 130 カ 国から 50 万点も の子ども たちの作品

が寄せら れ「 絵画による児童の国際交流の機会を

つく る」 こ と を目的に、40 年に渡る歴史の中で 2

年に一度の開催を重ねてき まし た。 こ れから も 、

アート や国際交流を通し て、 子ども たちの夢を応援でき る児童画展であり たいと 思います。 こ

のク ラ ウド フ ァ ン ディ ン グのプロジェ ク ト は私たちにと っ て、国際協力や国際交流に興味を持

つ皆様と 一緒に、その想いをかたちにでき る大き なチャ ンスです。今後も 応援し ていただける皆

様の想いを集めさ せていただき 、子ども たちの夢や目標をより 力強く 後押し でき る国際児童画展

にし ていき たいと 思っ ています。  
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＜受賞し たスリ ラ ンカ の子ども から のメ ッ セージ： 渡航費用への寄付を募っ ていた際の言葉＞ 

「 最初に、 今回こ のよう な機会をつく っ ていただいてあり がと う ございます。 私は、 第 20 回

カ ナガワビエンナーレ国際児童画展で大賞を受賞するこ と ができまし た。 こ のこ と は、 私のこ

れまでの人生の中で一番う れし いニュ ースでし た！ 

“ The Land of  t he Ri si ng Sun” 日出ずる処。 日本は私にと っ て夢のよう な土地です。 挨拶の

仕方や、伝統的な着物、日本スタ イ ルの絵画の数々…日本の文化や暮ら し には興味がつきません。

それに、 日本の、 そし て世界各地から こ の絵画展に集まる友だちと 交流でき るのも 、 と ても 素晴

ら し いチャ ンスだと 思っ ています。 今回、 私の夢の一つが叶う かも し れないと 考えると 、 と っ て

も わく わく し ます！も し 、今回日本に行けるこ と になっ たら 、日本や世界の友人と アート を通し

て交流し て、 自分自身も 成長でき るよう にし たいと 思っ ています。 みなさ ま、 どう か温かいご支

援をよろ し く お願いし ます。 」  

 

●地域社会と の交流事業推進 

年齢や国籍、 障がいの有無に関わら ず、 様々な人が共に暮ら せる街づく り に取り 組んでいき

たいと 考えます。 お年寄り や子ども たち、 障がいのある人や学生などが、 それぞれの長所を寄

せ合い、 一緒に暮ら すこ と で、 誰も が関わり たく なる暖かい思いやり に溢れたコ ミ ュ ニティ の

形成を実現し ていき たいと 考えます。 こ れら の取り 組みは現在、 日本政府、 海外、 各メ ディ ア

などから 大き な注目を浴び、 各方面で紹介さ れています。  

住む場所を決める際はいろんな条件を考慮するでし ょ う が、「 快適にいろんな人と 関わるこ と

ができ る場所」 に惹かれて人びと が集まっ ていると いう こ と に、 私たちはこ れから の町づく り

のヒ ント を得ています。  

栄区役所、 地域の自治会、 商店街、 文化機関、 スポーツ機関、 大学、 高校等多く の方々と 協

働し て街のイ ベント などに関わるこ と で、 地域にあーすぷら ざの応援団を増やし ていき たいと

考えています。 その為の交流事業に積極的に参加し ていき ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ※） 欄が不足する場合は、 別紙を追加し て下さ い。
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団体名 公益社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

（ ２ ） 利用料金制について 

ア 利用料金の設定について 

（ 施設等の利用料金は、 条例に定める 額の範囲内において、 指定管理者が知事の承認を 得て定 

める こ と ができ ます。 過去３ 年間の収支決算状況、 利用料金収入等内訳、 施設利用実績等（ 参

考資料６ から ９ ） を 参考にし て、 料金設定の考え方と 内容を 記載し てく ださ い。 また、 利用者

サービ スの向上及び利用促進の観点から 、観覧利用料金の柔軟な料金設定や割引措置等につい

て、 記載し てく ださ い。）  

 

（ ア） 施設利用料金は現状維持 

施設利用料金については、 上記のと おり 、 減免及び施設料金はプラ ザ条例通り の設定金

額にて対応し ます。  

施設料金は、 団体あるいはグループでの利用が大半を占め、 アンケート や利用者から の

聞き 取り においても 高すぎると いう 不満の声は皆無であるこ と から 、 窓口での丁寧な応対

や親し みを込めたご案内を心掛けるこ と で満足のいく サービスを提供し たいと 考えます。  

（ イ ） 観覧料金は現状維持 

観覧利用料金については、 2016 年度より 大人料金 450 円を 400 円へ値下げし まし た。  

更に、 高校生・ 学生および 65 歳以上の方々は利用者数が大人と 比較し 、 1 割以下であり 、

その利用者を増やすためにも 300 円を 200 円に減額し て運営を行っ ており ます。  

（ ウ） スタ ンプカ ード の導入検討 

今後、 さ ら なる利用者増を目的に、 スタ ンプカ ード 制、 スタ ンプ制の導入を検討し ます。

スタ ンプカ ード 制スタ ンプカ ード は、 店の利用回数や購入し た金額によっ て店側がスタ ン

プを押し 、 決まっ た数のスタ ンプが集まると プレゼント や割引などの特典が受けら れる仕

組みです。  

  その運用については、「 スタ ンプ 30 個集めると 特典あり 」 などと いう 遠い目標ではなく 、

まずは 2 回目の来館ですぐ に最初の特典が受けら れるなどの仕掛けを用意し ます。 その後

も 5 回、 10 回、 15 回など、 細かく 小分けにし た特典を設定し ておき ます。 有効期間も 短

いと 「 どう せ行かないかな」 と すぐ に捨てら れかねないので、 3 年程度は有効にし ておき

ます。 上記の運用により 、 リ ピート 率は上がると 考えます。  

◇参考案◇ 

 対象： 大人利用者 

特典： 大人 1 回にスタ ッ プ 1 個、  

５ 回目に無料招待券を贈呈 

 

 

 

 

 

イ メ ージ  



 27 / 98 
 

  イ  減免の考え方について 

（ 指定管理者は、 知事の承認を 得て定めた基準によ り 利用料金を 減免する こ と がで き ま す。 ど

のよ う な考え方に基づき 、 減免基準を 定める か記載し てく ださ い。 ）  

 

（ ア） 減免については、 プラ ザ条例第 13 条に基づく 利用料金減免基準（ 参考資料 9） をそのまま

継承し て設置申請し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ※） 欄が不足する場合は、 別紙を追加し て下さ い。  
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団体名 公益社団法人青年海外協力協会 

 

Ⅰ サービスの向上について 

（ ３ ） 提案事業の実施について 

（ 施設の設置目的を 踏ま え、 その特性を 生かし た効果的な事業の実施）  

参考資料４ 「 神奈川県立地球市民かながわプ ラ ザ 維持管理及び運営に関する 業務の基準」

の「 ２  プ ラ ザ事業に関する 業務の基準」 に記載し た( 1) Ａ から Ｊ ま で 、 ( 2) Ａ から Ｅ ま で 、 ( 3)

Ａ から Ｄ ま で を 、 項目毎（ ( 1) Ａ 展示学習事業、 ( 1) Ｂ 展示企画事業･･･） に別葉と し 、「 神奈川

県立地球市民かながわプ ラ ザの選定基準」 評価の視点に掲げる 項目（「 国際社会で活躍でき る 人

材の育成、 地球市民学習の推進のための各種企画の充実」、「 非核・ 平和意識の普及を 促進する

ための各種企画の充実」、「 地域における 多文化理解の促進のための各種企画、 図書・ 映像等の

閲覧・ 視聴サービ ス の充実」、「 外国籍県民がく ら し やすい環境づく り のための相談サービ ス機

能の充実」、「 県民の国際活動の支援のためのＮ Ｇ Ｏ 、 Ｎ Ｐ Ｏ 等によ る ネッ ト ワーク づく り の支

援の充実」） を 踏ま え、 施設の設置目的実現に向けた事業実施の考え方、 提案内容及び事業の収

支計画を 記載し て く ださ い。 ま た、 Ｎ Ｐ Ｏ 等と 連携・ 協働する 点や障がい者等多様な利用者へ

の配慮については特記し てく ださ い。  

 

 

＜１ ＞学習センタ ー事業 

  学習センタ ー事業は、 常設展示室を 中心と し たも のから 映像ホール、 企画展、 地球市民学習 

と 多岐にわたり 、また、その対象も 幼児から 大人まで幅広い年齢層が参加するも のと なっ ていま

す。 こ れら 一つひと つの事業が単体で完結するのではなく 、 様々な事業が連動し 、 関連性を持た

せるこ と で、 より 深い学びや、 身近な行動への広がり につなげていく 事業を実施し ていきます。 

 （ 別紙 令和 3 年度年間スケジュ ール 参照）  

 

Ａ  展示学習事業 

ア 事業実施の考え方 

子ども から 大人まで幅広い年齢層に、 あーすぷら ざの理念や趣旨を 魅力的に伝え、 楽し く

学べるプログラ ムや展示を各展示室で実施し ます。 ひと り 遊びではない「 体験」 を通じ 、 そ

の子ども や大人の「 世界」 を広げるき っ かけを作り ます。  

常設展示室の主な来館者層である、 乳幼児から 小学生までの子ども と その保護者が気軽に

参加でき るよう 、 プログラ ム時間は 30 分～1 時間程度と し 、 それぞれの展示室の特性を活か

し たプログラ ムを企画し ます。  

プログラ ムの企画・ 進行は職員が中心と なり 、 展示ボラ ンティ アと 共に「 ハンズオン」「 オ

ープンエンド 」 と いう 展示手法に沿っ て実施し ます。「 見る」「 触る」「 着る」「 鳴ら す」「 作る」

「 考える」 などの体験を交え、 特定の結論に誘導せず、 自分自身の課題発見や興味に結びつ

けて考えても ら う よう なプログラ ム構成と し 、 参加する子ども たちの「 地球市民と し ての意

識」 を育むと と も に、 展示室の魅力を伝え、 来館促進を図り ます。  
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イ  令和 3 年度事業提案内容 

こ ども フ ァ ンタ ジー展示室 

◆企画名「 親子イ ベント  パンく んシリ ーズ」（ 毎月 3 回程度 年間 36 回程度）  

展示運営ボラ ンティ アが中心と なっ て企画し 、 主に未就学児と その保護者を対象に、 毎月 3

種のプログラ ムを実施し ます。 色々な年齢の子ども たちがプログラ ムを通し て出会い、 思いや

り の気持ちを育みながら 表現するこ と の楽し さ を味わいます。 こ れから 保育園や幼稚園に入る

子ども の練習と し ても 活用でき ます。  

①  パンく んと いっ し ょ  リ ズム遊びや手遊びなど、着ぐ るみキャ ラ ク タ

ー「 パンく ん」 に扮し たスタ ッ フ と 一緒に身体

を動かし て遊ぶプログラ ム。  

②  パンく んタ イ ム 音楽やアート など身近な素材や季節に合わせ

たテーマでの創作活動プログラ ム。  

③  パンく んのおはなし であそぼ パネルシアタ ー、ペープサート などを使っ たお

はなし 会などから 楽し い遊びにつなげる プロ

グラ ム。  

 

 

 

 

 

 

 

 

こ ども の国際理解展示室 

◆企画名： 国際理解ワーク ショ ッ プ（ 毎週 1 回程度）  

週末の来館者が多い時間帯に、 世界のあそび民族衣装、 民族楽器等の展示物を活用し た体験

プログラ ムや、 民族楽器、 民芸品、 世界の切手を使っ たし おり 等の工作ワーク ショ ッ プを実施

し ます。 ク イ ズや体験、 工作を通し て国際理解につなげます。  

 

【 国際理解ワーク ショ ッ プカ テゴリ ー一覧】  

①  やっ てみよう ！世界の遊び 「 蛇と はし ご（ ネパール） 」 「 キャ ロム（ イ

ンド ） 」 「 パパンチョ ンカ （ マレーシア） 」

等の世界の遊びを実際に体験する。  

②  聞いてみよう ！世界のおはなし  「 世界に伝わる星のおはなし 」 「 ジャ ッ ク オ

ーラ ンタ ンのおはなし 」 等、 世界の民話など

を影絵芝居や読み聞かせで紹介する。  

③  使っ てみよう ！世界の道具 展示室の再現家屋にある 様々な道具「 石臼」

「 ジュ ート の紐」「 水差し 」 等を使用し 、 どの

よう に使う のかク イ ズを交えて紹介し 、 実際

に使っ てみる。  
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④  し ゃべっ てみよう ！世界の言葉 「 ウズベキスタ ン（ ウズベク 語）」「 スリ ラ ン

カ（ シンハラ 語）」 等、 日本と は文字も 言語も

異なる国の挨拶を覚えたり 、 自分の名前を異

なる言語で書いてみる。  

⑤  鳴ら し てみよう ！世界の楽器 「 アンク ルン（ イ ンド ネシア）」「 スティ ール

パン（ ト リ ニダード ・ ト バゴ共和国）」「 ジャ

ンベ（ アフ リ カ ）」 等、 展示室の様々な民族楽

器をク イ ズを交えて紹介し 体験する。  

⑥  作っ てみよう ！世界の楽器 「 レイ ンスティ ッ ク （ チリ ）」「 カ リ ンバ（ ア

フ リ カ ）」「 マニャ ンガ（ アフ リ カ ）」「 でんで

ん太鼓（ 世界各国など）」 等の民族楽器を身近

にある材料で作る。  

⑦  作っ てみよう ！世界の民芸 バングラ デシュ のジュ ート を使っ たスト ラ ッ

プや、 東ティ モールの織物など、 異文化理解

につながる民芸品作り を体験する。  

⑧  着てみよう ！世界の衣装 ク イ ズを通し て、 民族衣装の形状や素材に、

その地域に住む人々の生活の知恵や工夫があ

るこ と を学び、 実際に民族衣装を着用する。  

⑨  覗いてみよう ！世界の暮ら し  世界の祭り や季節の行事を中心に特定の国の

文化を紹介し 、 工作や踊り 、 歌、 乗り 物の体

験を交えて世界の暮ら し を学ぶ。 カ ナガワビ

エンナーレ国際児童画展で海外から 来る荷物

に貼ら れている 使用済み切手を 再利用し た

「 世界の切手でし おり 作り 」 や、 キャ ンド ル

ナイ ト やハロウィ ンの時期に合わせた「 世界

のラ ンタ ン作り 」、ク リ スマスや新年の時期に

合わせた「 北欧のク リ スマス飾り 作り 」「 ミ ャ

ンマーの新年の踊り 体験」 等、 展示室の展示

内容に加え、 実際にその国に住んでいた方の

滞在経験を元に、体験プログラ ムを構成する。 

⑩  覗いてみよう ！世界の食べ物 普段食べている食材を例に世界の食文化を学

び、石臼を使っ たスパイ ス調合等を体験する。 
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国際平和展示室 

◆企画名： 国際平和体験プログラ ム 

週末の来館者が多い時間帯に、 展示物などを活用し た体験プログラ ムやラ リ ー、 絵本の読み

聞かせ等を実施し ます。 戦中戦後の混乱期を過ごし た展示ボラ ンティ アの体験談を活用し なが

ら 、 国際平和について分かり やすく 解説し 、 地球市民と し てでき るこ と を考えます。  

① 考えよう ！世界の今 「 環境問題」「 気候変動」「 エネルギー問題」

「 地雷」「 食糧問題」「 SDGs」「 紛争」「 難民」

等、 今世界で起き ている問題についてク イ ズ

や体験を通し て学び、 自分にでき るこ と を考

える。  

 

◆企画名： 観よう ！聴こ う ！考えよう ！子ども 平和学習（ 毎年 1 回、 夏休み期間）  

夏休み期間に来館者向けに平和学習の機会を提供し ます。75 年前の戦争について、映像作品

上映やイ ベント を通じ て、 参加者が深く 理解し 平和への思いを育むこ と を目的と し ます。  

また、 映像ラ イ ブラ リ ーが所蔵する上映権付きの作品「 野坂昭如戦争童話集」 や「 わすれた

森のヒ ナタ  おじ ゃ る丸スペシャ ル」 などを 日替わり で上映するなど、 国際平和展示室に連動

するイ ベント を実施し ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


